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本邦最大のカプラン水車日立で完成

ⅨaplanTurbineJustComplet2datIIitachi

Works,Hitachi,Ltd.Has Renewed

Japan's Recordin Capaclty

昭和27年8月東北電力株式会社より只見川水新本名発

電所用として､日立製作所に製作依掛いであった本邦最

大のカプラン水軍がこの程日立工頻こ拾て完J】ヒ､目一滴

付巾である.-･本水中はカプラン水中とtては本邦に~於-⊂

fl~i力最大であるのみならず落差35mむ超すも♂)として

は本邦最初のものである.こ♂)た〆)日立製作所でほこ〃)

製作に当り特に世界11 落高な
.リリ一

キヤビテ←ション 験装

置を新設しキヤビテ←ションの少ない新らしい翼型を作

って高落差カプラン水車の開発に努力した結果この記録

的カプラン水車を完成Lたものである｡J

主なる仕様は次の通りである.｡

熱 式‥‥
‥･‥….堅軸カプラン水嘩

川 力…..‥.

落 差..

水 量‥

‥.30,000kW

.‥36｣m

.92.9n13/sec
回 較 数･‥‥

‥167r.p..m.

台

ラ

数‥.

ン ナ

材 質‥.

,‥･2台り謀来は3台J

･13-Crイ(鋳
銅亡コロ日

伯: 径…･………………‥3,900mm

羽根枚数‥･‥
…6枚

ケーシング入口直径‥‥‥
‥4,400mm

軸 受‥‥グリース油浸型(日立独特のものニノ

筒直結発電機は31,000kVA竪軸傘型である._

東栄電力株式全社温州変電所納450kVA

負荷電圧調整器日立で完成

Ⅱitachi's450Ⅰ【VAIJOadVoltageAd如ster

BuⅡt forAsakawaS血bstation,

;･TokyoEleetriePoweTCo.

従来配電用変電所二次電圧又ほ裸電線電圧調整用とし

て誘惑調塾蕃が多数使用されていたが､今回日立製作所

日立工場ではこれに代る負荷電圧調整蕗を苦心研究の結

果完成した｡

築1図 30,000kW竪軸カプラン水車

Fig･1･30,000kW VerticalType Kaplan

Turbine

第2図 450kVA負荷電圧調整器

Fig･2･450kVA Load Voltage Adjuster

負荷 圧調整器を 導電庄調整器の代りに使用するニ

とほ､損失は鞋成されるがタップ切替装置の接触部損傷

及びその切替スイッチの絶縁油汚損

自動 圧調整をするよ･うな頻繁な用

の保守上の点より

にほその採用が躊

渚されていた｡

(1)従来の負荷電圧調整器との比較

従来の負荷電圧調整装置ほ大容量変圧器又は大容量回



日 立 評 フk ノ｣発 電

路用として発達したものであるため､その装置は大刊且

っ高価で､小容量変圧需又は′ト容量回路州としては経済

的に引合わなかったく これらの点に鑑み今r白旧立で完成

したものは次の点を改薫し､進歩したものであるこ

り)小型として電気的にも機械的にも頑丈なものと

しノ非常に信根度の高いものとした

(ii､)タップ切替スイソテは所階想の油吹付による蹴

剖消弓捏捌こした･

ぐiiり 保守点検に傾なる構造とし､且つ操作部はオ←

ルデットフロント型とし操作上安全なものとし-

た.っ

(.二iv〕従来の負 電圧調整器に較べれほ油量は50_%

減スイッチ接触部十倍以上の 命となり､十方回

の操作試験にいうに合格するものとなった丁

(二2)誘ヰ 圧調整器との比較

従来の誘導電圧調整装置に総べ下記の特長がある

〔i)特長損失が減F)高能率のものとなった.二

〔ii〕価格が著るL･く安くなった..特に誘導

器では割高につく級も廉価である

(:iii.)操作時の騒音が僅少になった

圧調整

荷電圧6kV,3kV級多数受注し目下量産中である一

主なる仕様は次の通りである.=

器 容 量‥..
‥‥450kVA

線 容 量‥川.4,500kVA於土13%調整

9,000kVA於土5.%調整

局 H三....‥3,450V⊥二10‰~及び±5%

調 整 段
一散………………‥‖11タ･ソフ

樹 液 敬……………………‥50亡､1

相 数‥... ..‥‥....‥ 3

電圧調整方式………………自動及び手動

型 式‥..
‥‖…‥屋外用油入型

車輌無線機JSCR-619の量産完成

tIitachiIIas Laundledinto Quantity

Production ofJSCR-619Radio

for Car SeI･vice

日立製作所戸坂工場では華朝鮮観機JSCR-619を大量

受注し､全機能を挙げて 意水機の製作にあたって

が､この程完成したし

木無線機は小型移動超短波無線機であって近距離聞の

連絡用~として使用され第3図の如き送受 機を主体にし

て各種空中線並びに附属晶を組合せ､軍制用､野外固定

相､携帯用に使用することが出来る｡

本機の送受信機は21球の真空管(18箇はミニアチュ

ア管を用いる〕を使用し､バイブレータ電源を内蔵して

いそ6V又は12Vの蓄電池で動作する｡車載の場合は

機 器 特 集 別冊第 5 号

第3図 車輌用無線機JSCR-619

Fig.3.Radio SetJSCRq619

緩衝台に取付､空中線ほ軍師用､固定用に適したホイ

プ刊を使fl~jしている.こ携帯用にする場合ほ背負板に

r,て機及び乾電池箱を取付､送受信機はこの電池により動

作し∴空中線ほ班滞用の空中線せ使輔する二

本機の各機器ほ性能､構造､使用材料部品に就いて

密な規格が要求されているが､これらの規格を十分満足

l_た一本機の量産に対してほ特に絶海物､ばね鋼板､ア

ルミ材等の使川材料並びに量産に対する技術的問題の解

津､測定器の整備､各種冶工具の整備による能率化を

って完成L√た=

我国初のキャビネット型調速機日立で完成

Cabinet Type Speed GovernOr HasBeen

Completed forthe First Timein

JapanbyⅡitadli,Ltd･

北陸電力株式会社ではかねて日立製作所に神通川第一---･

発電所伺調 機の製作を依頼｢巨モあったが､この種我国

で~初めてのキャビネット型調速機が完成Lた

第4図

Fig.4.

キャビネット型調速機及び水車操作盤

CabinetTypeGovernorandTurbine

ControlInstrument Board

もさ

_l､.
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本機は従来の
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イ

一●

速機のアクチ■r.エーダに相当する部分

及び二次配圧弁等を芙 キャビネットに収ポ)たもので表

簡には必要な指示計及び糟作ハンドルのみを取りつけて

あり､指示 を見ながらハンドルにより調整し､各部点

検には扉を開き内部に入り容易に調整出来る構造になつ

ている｡.従って従来の他の型 よりも敏雄が容易で各部

機業界注視の的となった電源開発K.K.の天

龍川佐久間発 所納入93,000kVA水嶋発電機(4圭=

の発注は､日米独メーカー8社の国際人札の結果､1米独

メ･-カーをおさえ日本側(日立､東芝各2台〕の勝利に

帰し､全量 産機に決屈し∴たことほ近 である

☆

輸入を防圧L一我国最大記録晶を製作せんとする日本メ

ーカーの熱意ほもとより､_1三業の育成を図るも〟~)として
国産品に発注された当 こ

-置処の者

ものであるが､その実付けとなった

よ絶大の敬意を払う

作技術の向上も大

いに認められるべきであ/)う._ この意味に拾て戦前より

匡1産技術の粋を って来た日立製作所多年研究の成果が

結実し､戦後再びこの栄誉ある惰れの番台に飛躍する機

会を与えられたことを喜びたい

☆

本誌ほこ.ゝに本年手車屋を飾る庄

｢日 立

誌

として=■7kプ｣発電機

評 論｣別冊 No.5

水力発電機器特集号

塾無断
昭和28年12月15日

芥転載 昭和28年12月20日

詰

+

普通号及び
特 集 号

数 定 価

1冊分 ¥100

冊分(4割引);¥430

12冊分(4割引) :¥ 840

印 刷

発 行

1-

(送

料
■

2

料共)
但し月り冊

J特集号を
含まず

の調整は正確にしかも迅速に出 るため､長期にわたつ

てその優秀な性能を維持することが出来る｡構造はスピ

ーダボックス､コン1､ロールボ←ド配圧弁及びベース等

〃)各部からなっている･.

甜引続き関西 力丸山発電所相乗北電力桑名発電所♂〕

ものも目下製作中であるJ

需特集号_ をお贈机≠凍たのも偶 ではない(=.さきに太

誌は別冊No.4とし-て｢火力発電機器特壕号｣を発行､

好評を賜ったか､水力発電機諾Hま日立製作所のお家芸と

もいうべきものであることほ多年の歴史と実蕃貢が示す通

りで､前iさ11の事実もこれを立汀如こ責苦するものである.

何卒本号と併せ御--一唱二頂ければ幸甚であるし

☆

本号は先ず巻頭言と

機一群の効率に就いて｣

折原電気部長､発変

Lて関酉電力K.K.森副社長より

の玉稿を賜り､亦電源開発K.K.

所課長代理桑院技師に｢水力発電

所建設_｣に就いてPlant建設の苦衷を詳述して頂いた

他､最近の7k申､発電機､補機及び電気機器全般に就き

13静こ分ち､各担当権威者を網羅してその邁蓄を傾けた

Up-tO･dateの論文を溝

評ある r▲臼 発車水の立

L-た次第であって､斯界に定

｣技術の成果はこの---･巻に

尺しているといつても過言でほない.

｢㌧

最後に本号と同時発売で待望サ)~日立 論踏まり号▼j

(附和28年度に榊ナる日立技術の成刃さ〕Vol.36,No.1新

年特大号を発行Lたことを御敵告申上げたい､.木号も記

事蟻酸したため発行予定より大変遅延したことをおわび

するが∴総まくり号｣は本文500真の

した特集ながら､年内に全

きたい｡.年末多

発送した

の折柄､愛読

大なる内容充実

とを諒として伯

諸兄並びに執筆者各位

の御多幸を祈念して越年の辞とする｡ (寺沢 生二)
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